
学校図書館を活用した「読み」を鍛える拠点校事業 実践記録

研 究 主 題
話し合い，考え，表現できる生徒の育成

～語彙を増やし，読解力を高める活動を通して～

中土佐町立大野見中学校

実践概要
本校の生徒は，小規模校であるため仲間同士で多様な考え方を出し合ったり広げ合ったりすることや，多

人数の中で自分の考えを堂々と表現したりすることが課題である。どのような状況においても適切に考え，

判断し，豊かに人生を切り開いていく力を付けるために，各教科において，学習の基礎となる語彙を増や

し，読解力を高められるよう，言語活動の充実を図ることに取り組んだ。方法として，図書館資料の活用を

重点に置き，授業研究に取り組んだ。全教科と総合的な学習の時間で公開授業を行い，研究協議を重ねなが

ら授業改善に努めた。また，課題探究型の授業形態を基本とし，生徒は文章から必要な情報を読み取り，自

分の考えをまとめ，仲間と交流しながら新聞の形式でのまとめを行った。また，読書紹介活動でスピーチを

行うことにより語彙も増え，表現力も高まりつつある。

キーワード： 言語活動の充実，図書館資料の活用,課題探究型の授業の流れの共通確認

１．研究仮説
語彙を増やし，読解力の向上を図ること

が，より豊かな表現力を身に付けることにつ

ながり，「主体的・対話的で深い学び」を実

現し，学力の向上につながるのではないかと

考える。

２．実践方法
（１）図書館資料や新聞等の計画的な活用推進

①学校図書館教育の計画の見直し

②各種コンクールへの応募や新聞社との連携

（２）読書活動の推進

①読書生活充実のための取組

②委員会活動を通しての生徒の主体的活動

（３）授業研究

①図書館資料や新聞等を活用した授業

②授業実践から

３．実践内容
（１）図書館資料や新聞等の計画的な活用推進

①学校図書館教育の計画の見直し

「図書館年間活動計画」について，学校図

書館行事や図書館運営・図書文化委員会活動の

取組の見直しを行った。また，学年ごとの「単

元配列表」を作成し，図書館の活用を意識して

行うようにした。

ア 新入生オリエンテーション

学校図書館の開閉は図書文化委員会が行い，

始業前から放課後まで生徒は自由に利用でき

る。本の貸し借りもPCの図書システムで各自が

行うことについて，新入生に説明した。

図書館でのマナーや本の配置など基本的な使用

方法を生徒全員が理解して図書館活用の推進を

図ることを目的とした。

イ 選書会

図書購入に生徒の希望を取り入れられるよ

う，年度当初，地域の書店から新刊書や学習に

役立つ本をそろえてもらった。1時間ゆったりと

時間を取り選ぶことができるようにした。

ウ 小学校への本の読み聞かせ

図書文化委員会が中心となり，学期に一度小

学校へ絵本の読み聞かせボランティアを行っ

た。（写真１）

写真１ 小学校での本の読み聞かせ

②各種コンクールへの応募や新聞社との連携

ア 新聞感想文コンクール

生きた教材として新聞の情報を読み，考えた

ことを自分の言葉で伝えること，また，新聞を

読むことを通して，活字に親しみ社会や地域へ

の関心を高め，友達や家族とのコミュニケーシ

ョン力を深めることを目的に行った。ワークシ

ートを用い，文章構成を考えさせた。

・興味のある記事を選ぶ

心に残ったこと，印象に残ったこと，興味や

疑問をもつたこと，心に残った理由，なぜどん

なところが心に残ったのか，読んで何を感じた

か，そこから何に気付き学んだか。

・自分の意見，考えを短い言葉で書く

・意見を支える根拠を書く



記事の言葉を挙げる。自分の知識や体験と関

連付けると説得力が増す。

・今後自分の生き方にどう活かしていきたいか

イ 新聞づくり

思考力や表現力の育成を目的として各教科の

学習のまとめを新聞の形式で表現し，情報活用

能力の育成に取り組んだ。また，学校紹介を掲

載した生徒会新聞や総合的な学習の時間のまと

め新聞などに取り組んだ。作成した新聞は地域

の方の感想もいただき，高知県教育委員会主催

の「学校新聞づくりコンクール」に出品した。

ウ 高知新聞社との連携

新聞づくりの方法について，高知新聞社読も

っか NIE 編集部に「新聞づくりを楽しもう」と

いう出前授業をしていただいた。効果的な紙面

の作り方やインタビューの仕方など情報収集に

ついて学んだ。

（２）読書活動の推進

①読書生活充実のための取組

ア 読書紹介活動

○ ビブリオバトル（写真２）

1学期の後半，夏休み前に全校生徒参加で行っ

た。一人一人持ち時間以内に一冊の本を紹介し，

一番読みたいと思う本に投票，得票数の多かった

本をチャンプ本とするゲームを通して，友達理解

や夏休み読書の本の選定に役立てた。注意点とし

て，「感動します」「おもしろいです」という言

葉は使わずに，読んでみたいと思わせること。ま

た，本を手に持って，感情豊かに話すこと。聞き

手は，発表者に体を向け，うなずいたりして，発

表しやすい雰囲気づくりを行うことなどを事前に

示した。

写真２ 全校ビブリオバトル

イ 朝読書の取組

毎朝の十分間を，落ち着いて学校生活がスター

トできる環境づくりや読書の習慣化を目的に，朝

読書として生徒と教員で取り組んでいる。本を用

意できない生徒のために学級文庫を設置し，図書

委員が図書館からジャンルなど偏りがないように

配慮して，適宜入れ替えを行っている。生徒は，

熱心に読んでいるが友達同士の交流は少ない。そ

のため，月ごとに読書感想カードを壁に掲示して

お互い見合えるよう取り組んだ。（写真３）

写真３ 読書紹介カード「となりの朝読書」

②委員会活動を通しての生徒の主体的活動

ア 一分間読書スピーチ

生徒集会で，4人程度の縦割り班ごとに，一

人一分間の持ち時間で本の紹介スピーチを行

った。

イ 読書標語の募集

全校生徒に読書標語づくりを呼び掛け，優秀作

品を集会で紹介した。

（３）授業研究

①図書館資料や新聞等を活用した授業

全教科と総合的な学習の時間で，図書館資料や

新聞等を活用した公開授業を行い，課題探究型

の授業づくりについて研究を進めた。

〈課題探究的な授業づくりの授業の流れ〉

・課題提示

日常生活と関連した汎用的な課題提示を行い，

生徒の主体性を促す。

・自力解決

課題解決のために情報を収集・解釈・整理・

吟味し，情報活用能力を身に付けさせる。情

報を基に自分の考えをもち，根拠を示して相

手に伝える言語能力を身に付ける。

・集団解決

グループ活動を取り入れ，友達と対話するこ

とを通して考えを広げたり深めたりする。疑

問や誤答を生かしたり，教師による問い返し

を行ったりして，考えを練り上げる工夫をす

る。

他者の意見を認めたり深めたりする他に，場

合によっては多面的・多角的に捉えられるよ

うにする。

・まとめ

学習課題との整合性をとり，できるだけ生徒

の言葉でまとめる。

・振り返り

本時の生徒の学習を見取ることのできるもの

であると考え，２・３行の文章で終わる短い

ものでなく，生徒がたくさん振り返りたくな

る授業を目指す。

「聞く・話し合う」を重点化し，教員・生徒

ともに全教科等で意識できるよう，３段階の

ステップで文章化して示した。（写真４）



写真４ 言語表現するための３STEP

② 授業実践から

第２学年国語科「枕草子」

・研究主題との関連

「話し合い，考え，表現できる生徒の育成

～語彙を増やし，読解力を高める活動を通し

て～」に向けて，この単元では，日本の３大

随筆「枕草子」から，筆者のものの見方や考

え方，表現の仕方を捉え，その書きぶりに倣

って，生徒自身が自分の身の回りの自然や事

柄に目を向け，自分が見聞きしたことや体験

したことをもとに表現を工夫して，自分流

「春は○○」という短い随筆を書くという言

語活動を設定した。

・育成を目指す資質・能力

〈情報活用能力〉古典の随筆から優れたもの

の見方や表現の仕方を読み取り，情報を捉え

る力を育てる。

〈言語能力〉学校図書館資料を活用し，自分

の考えを表現する適切な言葉を探すことによ

り，語彙力を高める。

・単元について

まず，古典の随筆の特徴を理解し，「枕草

子」第一段の内容を大まかに捉えさせた。第一

段を参考にしながら，見聞きしたことや体験し

たことをもとに，表現を工夫して自分流「春は

○○」という短い随筆を書くことを伝え，下書

きの随筆を書いてくることを家庭学習とした。

次に，「九月ばかり，夜一夜降り明かしつる

雨の」及び，第一段「春はあけぼの」から，筆

者のものの見方や考え方・表現の仕方を捉え，

自分の文章を推敲するためのポイントを見つけ

させた。

最後に，これまでに学んだ古人の随筆の優れ

た書きぶりから，いくつかのポイントを参考に

して，下書きの自分流「春は○○」を推敲し，

友達のアドバイスをもとによりよく書き直させ

る指導を行った。（写真５）

写真５ ２年生国語授業風景

・「書くこと」における生徒の変容

「枕草子」の学習後，「書くこと」について

の授業「いきいきと描き出そう・短歌から始ま

る物語」で，短歌から想像を膨らませ，情景や

心情を生き生きと表すように，描写を工夫して

物語を書くという言語活動を行った。

・生徒の作った物語からの抜粋

〇教科書から選んだ短歌「『ごめんね』とその

一言が言えなくて，帰り支度の君を見送る」

〇生徒の作品「（中略）自分が悪かった，なん

て分かっているのに，美香を前にすると言葉の

出せない自分が情けなくて，教室から空を見上

げる。どんよりと重たい雲が一面に広がってい

た。『どうしたらいいの。』無意識に漏れたそ

の声は誰にも届かず，灰色の空に吸い込まれ

た。」

このように，登場人物の心情を情景描写によ

って表現できた。他の生徒の文章にも表現の仕

方を工夫して，自分の考えを読み手に分かりや

すく伝えようとする意図が見られた。原稿用紙

６枚もの物語を作った生徒もおり，友達の物語

を興味深く聞き合い交流することができた。

４．成果と課題
２年間の指定を受け，語彙を増やし，読解力を

高めるために様々な取組を行ってきた。

（１）授業評価アンケート及び授業力チェックシ

ートより

授業評価アンケートでは，肯定評価達成目標

80％において，生徒＋18.4％，教師＋17.8％で

あった。

・授業の振り返りの内容

清少納言の「枕草子」の書きぶりを倣っ

て自分流「春は○○」という短い随筆を書

くことを通して，作者の優れたものの見方

や考え方を知ることができた。自分も身の

回りの自然を見直すきっかけとなった。今

後も四季の移り変わりに目を向けていきた

い。

対句や体言止めなど効果的な表現の仕方

を学び，自分の文章にも取り入れて読み手

に伝わりやすい文章を書きたいと思う。



「授業力チェックシート」（生徒）を見る

と，「学習のまとめを自分の言葉で表現でき

る」が，4段階中，取組前 3.6，取組後 3.5，

「図書館資料を用いて調べたり話し合ったり

する授業を行った」が，取組前 3.8，取組後

3.8 であった。生徒の肯定評価はプラスだが，

話し合い活動を充実させるため，自分の考え

をもたせ表現できる語彙力を身に付けさせた

い。

「授業力チェックシート」（教師）は，「図書

館資料の活用」が取組前と比べて 4段階中＋

1.3 となり，課題探究的な授業の中で情報収集

として図書館資料の活用はできている。しか

し，「振り返りの時間を設けること」は 3.0 と

課題として残った。（図１）タイムマネジメン

トを行い，振り返りの時間を設けて，生徒の振

り返りを生かした授業づくりに取り組んでいく

必要がある。

図１ 授業力チェックシート

（２）語彙力及び表現力の育成

図書の一人月ごとの平均貸出冊数は，取組 1

年目 1.3 冊，取組 2年目 2.2 冊であった。数値

的には大きな変化は見られないが，行事の振り

返りを書き留める作文ノートや新聞づくり・読

書ノート等を書くことや，授業でのグループ活

動やスピーチ等での話すことを通して，生徒の

語彙は増え，表現力も少しずつ高まってきた。

（３）学力調査の結果より

「全国学力・学習状況調査」では，読解力

が必要な項目（記述式問題）において，県平

均との比較は＋11.5 ポイントだった。３年生

は，無解答率も 0％であり，生徒の地道な取組

の成果が見られる。

「高知県学力定着状況調査」では，読解力が

必要な項目（記述式問題）において，県平均と

の比較 1年生－1.6，2 年生＋37.0 であった。1

年生は県平均と比べて，マイナス評価であり，

無解答率も，4.9％と課題が見られる。グルー

プ学習による協働的な学びや個別の支援を更に

継続していく必要がある。

以上のことから，今後も，文章を粘り強く読み

必要な情報を捉え，自分の考えを形成できる生徒

の育成を目指して，読解力を高める研究を進めて

いきたい。

※授業力チェックシートの結果

（指定 2年間にわたっての比較）

↓

H３０年

度当初

教材研

究

授業構

成

指導技

術

生徒理

解

生徒 3.8 3.7 3.8 3.9

教師 2.7 2.8 2.6 3.2

Ｒ元年

度年度

末

教材研

究

授業構

成

指導技

術

生徒理

解

生徒 3.5 3.5 3.8 3.6

教師 3.5 3.4 3.5 3.5


